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日本航空が取り組むスポーツ関連事業

スポーツへの支援を通じ
た次世代育成

地域活性化への貢献

障がい者による新たな
旅行需要の掘り起し

障がい者を対象としたスポーツ・ア
クティビティの機会提供（ユニバー
サルスポーツツーリズムの推進）

内容

地域貢献と需要喚起を目的とした
日本各地でのスポーツイベントへの
協賛

スポーツ人口の拡大と未来のアス
リートの発掘・支援

テーマ 具体的な取り組み例

日本人を対象とした
旅行需要喚起

閑散期における需要喚起を目的と
した海外スポーツイベントへの協賛

スポーツを
通じた社会へ
の貢献

外国人を対象とした
新規訪日需要の創出

訪日外国人をターゲットとした、ス
ポーツイベント・日本の自然を生か
したアウトドアスポーツの訴求

スポーツを
通じた新たな
需要創造

その他、航空運送事業者として、スポーツイベント実施時の旅客輸送、スポーツ器具の輸送に関して、各種協力を行っている。

２

1 ・JALネクストアスリートプロジェクト
・JALネクストアスリートマイル

・JAL千歳マラソン
・JAL向津具ダブルマラソン
・宮古島トライアスロン

・JALホノルルマラソン
・ホノルルハーフマラソン・ハパルア
・ホノルルセンチュリーライド

・スポーツ・アクティビティを組み込んだ海
外発旅行商品の造成
・各種インバウンド向けチャネルでの訴求

・車いす利用者を対象とした北海道
デュアルスキーツアーの企画



事例紹介①

スポーツへの支援を通じた次世代育成
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JALネクストアスリートプロジェクト

スポーツ能力測定会

子供たちのスポーツ離れが進み、体力・運
動能力が低下傾向にあると叫ばれる中、JAL
は全国の自治体をまわり、子供のスポーツ能
力測定会を行っている。
専用の測定機器を使用し、スポーツ能力を
測定することで、子供たち一人一人の特性に
合ったスポーツを紹介。
それまで取り組んだことがなかったスポーツに
触れ、そこで才能を開花させるきっかけを提供
することで、NEXT ATHLETE(未来のアス
リート)誕生の一助になることを目指している。

パラアスリートの発掘

東京2020大会の成功は、オリンピックだけ
ではなく、パラリンピックの成功なくして達成し
得ない。2020年に向けてパラスポーツが盛り
上がり、社会に根付くためには競技力の向上
が不可欠である。
スポーツをしてみたいがどんなスポーツができ
るのか・何が適しているのか分からないという障
がい者のもとを訪れて運動能力の測定を行
い、個々人に応じた競技種目および練習場
所をご紹介することで、未来のパラアスリートを
発掘する。

※対象はお子様に限りません。

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けてJALが行っている取組みの１つ。
スポーツを通じた次世代育成を目的として、以下の施策を実施中。

JALネクストアスリートプロジェクト
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✓ スポーツが大好きな子供たちに、夢を持って取り組む素晴らしさを伝えることを目的に測定会を開催
✓ 世界最新の測定機器を用いて、子供たちの運動能力を測定
✓ データ分析の結果をもとに、全69種のスポーツから子供たち一人ひとりに適したスポーツを紹介
✓ 個々にフィードバックしながら、さらにその能力をステップアップさせる方法をアドバイス
✓ 専門家のアドバイスにより、子供たちの可能性を高めるとともに、将来のアスリート人材を発掘
✓ 2020年大会までに47都道府県を回る予定

これまでの実績と今後の実施予定
第1回 5月13日(土) 熊本県
第2回 7月22日(土) 大分県
第3回 8月27日(日) 福島県
第4回 9月17日(日) 秋田
第5回 10月21日(土) 釧路(北海道)
第6回 12月3日(日) 札幌(北海道)
※各回約400人の子供が参加。

スポーツ能力測定会
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事例紹介②

スポーツイベントへの協賛による
新たな需要創造
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1973年12月に第1回大会が開催され、今年で45回目を迎えるフルマラソン大会。今年は12月10
日（第2日曜日）に予定している。
開催当初は閑散期の需要喚起を目的としていたが、地元関係者やボランティアの尽力により、日本か
らは臨時便設定や使用機材の大型化が必要なほど大規模の大会に成長し、毎年参加者による数々の
ドラマが生まれている。ゴールの制限時間がなく初心者でも走りやすいのが一番の特徴で、毎年約3万人
が参加され、日本人の参加者が4割弱を占めている。

JALホノルルマラソン
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第45回大会についての詳細については公式HPを参照ください。
→ http://www.honolulumarathon.jp/

（参考）第44回大会の模様
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ホノルルハーフマラソン ハパルア

➢ 例年４月に開催されている、もう１つのホノルルマラソン。「ハパルア（ハワイ語で半分）」の名が冠さ
れている。（弊社は2014年度より協賛）

➢ 2012年にスタートしたばかりでまだ知名度は高くないが、フルマラソンほどの気負いもいらず参加できる
大会として今年度には8,339名(日本人は1,937名)が参加するなど、徐々に認知が広まっている。

➢ ホノルルマラソンと同じくオアフを駆け抜ける、ホノルルマラソンの魅力を凝縮したファンランナー向けの
コース設定。スタート地点であるワイキキのデューク・カハナモク像からアラモアナ通、アロハタワーで折り
返しダイヤモンドヘッドを周回してゴールのカピオラニ公園を目指すコース。
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事例紹介③

障がい者による新たな
旅行需要の掘り起し
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車いすで雪あそびツアー
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